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 0 大村 昭 ，渡辺千個 ( 東工大社会理工学 ) 

l, 序 2) 末技術のスピルオーバ 一の要因を特許出願情報の 
解析により実証分析する 

機能材料としてのファインセラミックスの 応用の発 
展に対し、 構造材料としてのファインセラミックスの ことであ る。 
応用の進展は 遅速であ る。 それにも 杓 わらず、 半導体 
製造装置用セラミック 部品 (Cer ㎝ jc p 抽 S ぬ T use in 
se ㎞ conductor production process 、 以 TCPSPP という )  2. 半導体製造装置用セラミック 部品における 機能性開発 
は、 構造材料に分類されるものであ るが、 1995 年来、 
急速な成長を 示した。 これは機能材料としてのファイ 構造材料に分類される CPSPP は、 1995 年以降、 急成 
ンセラミックスを 利用するために 基本的なあ る要因が 長している。 図 1 は代表的な構造材料の 1981 ～ 2000 年 

CPSPP に 伝擁 し、 本部品が機能材料と 同様の発展黍道に の生産額の推移を 比較したものであ る。 MTCGF 及び 

乗ったことを 示唆している。 皿 HlC は構造材料においては 通常のことであ るが、 
CPSPP は構造材料に 分類されるので、 本 示唆より自己 1990 年代初頭ないし 中頃 から沈滞しているのに 対し、 
増殖的性質を 有するあ る材料が、 あ る機能材料から ス CPSPP は例外的に急成長している。 

ビルオーバー し 、 CPSPP に同化するという 仮説を得た。 

一昨年の年次学術大会で、 CPSPP の 急 成長は、 機能村   

料 としてのファインセラミックスに 基本的な要因が 

CPSPP に取り入れられ、 それら要因によって 機能材料と 
同様の発展黍道をとったことを 分析した。 ' 得られた CPSPP 

  
知見は 、 次の通りであ った。 

(1) ファインセラミックスの 基本材料の中で、 窒化 ア 
ルミニウム ( Ⅲ u ㎞ num  mitnide 、 以下 AN  という ) は 

  

成長軌道を描く 自己増殖性を 有している。 
(2) AlN は、 電気絶縁性及び 熱伝導性機能だけでなく、     
耐食性や耐熱衝撃性という 潜在的な機能を 有して   

いる。 

(3) AlN の電気絶縁性及び 執 伝導性機能は、 機能材料 SR Ⅱ PL スパークプラバ い 円山肌 gpIug,) 
としてセラミックパッケージ 及びセラ ミ ツク基板 MTrCGF 切削工具、 研削 1 具 、 成形工具等の 機械工具 
(Ceramic@ packages@ and@ ceramic@ substrates 、 J@@T 仏 伍 c ㎞、 et 切 s 血 cuttIW ほ皿 dmgand 鮪 ，Ⅲ " め 

CPACS という ) に利用されてきた。 
Ⅲ LC 耐熱・断熱部材 (H 笘 tr ぬ Is 血 g 節 dh ㏄ t msdatm8 

cc 下 ] 膵 nmls) 
(4  )  AlN  のクロスファンクショナ ルな スピルオーバ 一 

特性は、 耐食性及び耐熱衝撃性という 潜在的機能 
を 刺激することにより、 CPSPP への応用を導き 出 図 1  代表的な構造材料の 生産額の比較 (1981-20 ㏄ ) 
し 、 CPSPP は機能材料と 同様の成長黍道をとった。 -  1995 年価格基準 -  Index:  1997 目 00 

本研究の目的は、 CPSPP について、 
表 t は 、 ファインセラミックスの 機能、 用途とファ 

バ 一のメカニズムを 明らかにする 1) 機能材料としての CPACS からの技術のスピルオー インセラミックス リックスであ る。 材料との関係を 分析するためのマト 
表 1 は 、 優れた電気絶縁性、 熱伝導性を有する CPACS 

  

析 」 ( 大村、 森 崎 、 渡辺 ) ㏄㏄ 3) P443-446 
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表 1  主な フ アインセラミックス 材料の機能と 用途 

" ㎡ " 極， " ごでご ㌔ " 
FunctwralRC  Qodroroc  @ri  qitical G Ⅸ "  Ⅰ     

地 "dF,c c ㎏。 捷 " 。 "", "," 。 ㎝   

' ㎞ """ 曲 SPKFL   
CPSPP  ff  0   蛆   

" 町   

表 1 に示されているよ う に、 表 2 は機能材料におけ 

る電気的、 光学的機能に 電気絶縁性及び 熱伝導性とい 
った機能性が、 又、 構造材料における 熱 的、 原子力関 
連機能に耐食性及び 耐熱衝撃性といった 機能性がそれ 
ぞれの固有の 機能性としてあ ることを、 さらに CPACS 
を含む機能材料として 使われる AlN がスピルオーバー 
して、 例えば CPSPP のような構造材料に 同化する可能 
性を示している。 

  

， 特に電気絶縁性および 熱伝導性を有す。 
b 特に耐食性および 耐熱衝撃性を 有す。 

CEFIL セラミックフィルタ (C ㏄ amlcmlters) 

A Ⅲ窒化アルミニウム ( 用 u 血皿 u 血 m 田 de) 
SiC  炭化珪素 (S1 地 ㎝㏄ rbIde) 
SU3 打・ 窒ィヒ 珪素 (SlllC ㎝ nlln 曲 ) 
All0 ，酸化アルミニウム ( 刈 田町 皿 。 ℡ de) 

表 2  主要材料のスピルオーバ 一の可能性 

" 。 両 "1" 。 蒔 "" 。 "" 
" ㎡ on Ftl 「㎞ 坤 州 、 J @sC  珂 N  , 特 0 

"" 。 " 。 。 。 瞼 """ 。 咄 。 一村。 "   
一曲，       

""" 』 '" 。 "' 。 。 '"'"""" 。 '"" ㎞ 血 " 沖 " " "   
"" 。 1" 。 "" 。 " ㏄ 宙 由加 Q  X  X  O 

"""""" 面 " 蜘 Q" ナ 0 。 " 
。 "" 面 "   

  " 。 一   
図 2 は 1981 ～ 2000 年の AlN 製品の生産額の 推移を示 

す。 図 2 から AlN 製品が 1995 年から急激に 増加してい 
ること、 この急激な増加は、 CPSPP の著しい増加に 依る 
ところ大であ ることが分かる。 3. 窒化アルミニウム 材料技術のスピルオーバー 

表 Ⅰの解析は、 CPACS  と CPSPP  が、 AlN  に依っている 

  ことを示した。 さらに、 表 2 の解析は AlN が CPSPP に 
  スピルオーバー し 、 同化した可能性を 示している。 ス 

  
  ピルオーバーした AlN の機能的な性質に 起因し、 この 
  性質を同化することにより、 CPSPP はその機能性を 構造 
  

材料として認められている 機能を保持する 一方、 機能 
材料として類似の 機能を演ずる 機能性を開発すると 推   藤 "'.""         定 される。 

    
  企業の研究開発では、 自らの直接的な 研究開発投資 

と 合せて次の二つの 技術のスピルオーバ 一のルートを 
    通じて、 自 企業の技術を 向上させる。 技術のスビルオ   一一 """"" ナ 。 """                                               一バ一のルートは 、 

図 2  AlN 製品の生産額の 推移 (1981 づ 000) 1) 技術を体化した 要素の移転を 通じたルート 
    1 ㏄ 5 年価格基準 研究者・技術者の 移動・交流、 生産要素の導入等 

2) 公共財としての 技術の移転を 通じたルート 
技術知識、 特許、 ライセンス等 

CPSPP は構造材料に 分類されるが、 機能材料としての 
ファインセラミックスの 基本的な要因が CPSPP に同化 の二 つに 分類できるが、 後者においてはスピルオーバ 

するという仮説的見解は、 自己増殖性を 有する材料が 、 一の受け手側の 同化能力、 吸収能力が技術向上の 鍵 と 
あ る機能材料からスピルオーバーして、 CPSPP に同化す なり、 このためには、 研究者が高い 研究能力を有して 
るという仮説を 導出する。 表 1 と図 2 の分析は、 AlN  いることが必須要件であ る。 
が " あ る材料 " として期待される 役割を果たしている 

ことを示している。 渡辺等は、 技術のスピルオーバ 一のメカニズムを 解 

析 した [16]" 例証された技術のスピルオーバ 一のダイナ 
表 2 は フ アインセラミックスの 応用に供される 主要 ミズムの枠組みを 墓に、 機能材料は ドナ 一に、 構造材 
材料のクロスファンクショナ か なスピルオーバ 一の 町 料はホストに 当てはめることができる。 

能 性を吟味するものであ る。 図 3 は CPACS に使われている 機能材料としての 却 N 
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図 3 は CPACS に使われている 機能材料としての 却 N 
が、 CPSPP にスピルオーバー し 、 同化したダイナミズ 

ofIT  Feat 町 est 旺 ough  Interac 廿 lon  Ⅱ i ぬ Ins ね憶廿 onalS Ⅴ "Ste 曲 S. 

EmpihhCal  Evidence  of  Unique  Epide ㎞ c  Behavior, 

ふめ 枠組みを示す。 
CPACS 及び CPSPP に関する日本特許出願を 調査し、 
CPACS に使われる AN が、 CPSPP にスピルオーバー し 、 

同化した経緯を 明らかにした。 図 4 は用 N の研究者が 
研究テーマを CPACS から CPSPP に移行したことを 示 
している。 これら研究テーマの 変化は、 特定の研究者 
によって、 却 N が CPACS から CPSPP にスピルオーバ 
ーしたことを 明瞭に示している。 

スビルオーバーと 同化の解析の 結果、 CPACS に使わ 
れている MN は、 CPSPP にスピルオーバー 、 同化した 
こと、 これら技術のスピルオーバ 一のルートは、 特定 

研究者の研究テーマの 移行であ ったことが分かった。 

技術のスピルオーバ 一の成功要因は、 ホスト側が十 

分な同化能力を 有していたからであ ると推定される。 
AN が CPSPP にスピルオーバ 一できた同化能力の 重要 
な要因は、 研究者がファインセラミックス 技術につい 

ての基盤的な 研究能力を有し、 彼等が構造用ファイン 
セラミックスについてそれぞれに 能力を発揮したこと 

に依るものと 考えられる。 

4. 結論 

未発表は、 一昨年の発表に 続き、 1) 機能材料として 
の CPACS からの技術のスピルオーバ 一のメカニズムを 

明らかにし、 2) 氷技術のスピルオーバ 一の要因を特許 
出願情報の解析により 実証分析すること を目的に研 
究した。 

その結果、 得られた知見は 次の如くであ る。 

(l) CPACS に使われている 用 N は、 CPSPP にスピル 
オーバー し 、 同化した。 

(2) 技術のスピルオーバ 一のルートは、 特定研究者の 

研究テーマの 移行であ る。 
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図 3  Ⅲ N 製品の技術スピルオーバ 一のダイナミズム 

CPACS CPSPP 
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        1990         1990   Title@ Temperature@measuring@inetrument@for 

        1990 吟 Y ㏄ r  ㎞㏄ 1g90 e,"i 。 b" 。 坤荻 ㎡， @,"dh 。 ， ㎏ ， " Ⅱ l Ⅰ ;"g       
          1995 Ⅰ " e れ こ l 兜 8 

B@ Tit@                                                                   T れ le れ lcmb ケ forsemiconductore@ 血 enl 
i"p 「Ⅰ。 " Ⅰ 廿 。 Ⅰ     

        Ⅰ 的 8 
Title@ Corrosion@resisting@member 

        1998       2000 
C  T:t@e  Su 塊廿ヰ ㎏ fbrhe 荻 radlallon   
        1998       e@ Ⅰ㏄Ⅰ 0s ぬ liC っ hu っ kkusinglhe0ame   
          1999         1999 

D T ⅢⅠ Jo ㎞ い mom 廣 o Ⅰ ce 回 m 田 bo 町 dand Title W 廿 ㏄ h ㏄Ⅰ㎞ gappa 村山 s     
        2000   

，研究者 A ～ D は、 研究テーマを CPACS から CPSPP に移行した研究者を 示す。 

b 年度 ぴ タイトルは、 それぞれ、 特許の出願 年 、 発明の名称を 示す。 

図 4  CPACS 研究から CP も PP 研究への特定研究者の 移行 
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